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Pleaso do nat rush inta the train as it is dangerous.
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Presenter
Presentation Notes
科学的な手法というと少し、難しく聞こえますが、要（よう）は、常に課題を客観的に明確にしておくということです。
よく、Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルと言われますが、どうしても「Ｄｏ（ドゥー）」の部分の「予防活動」だけが、中心になる傾向があります。
データを集め、効果を確認し、課題を見えるようにする。その上で、原因分析と改善を加えるという、「Ｃ」と「Ａ」の部分をしっかりつくろうということです。
効果が確認できれば、はげみになりますし、課題が明確に分かれば、アイデアもわいてきます。
また、「課題を見える化」することで、協力者を増やすこともできますし、誰と連携・協働すればよいのかも分かってきます。
企業や行政活動では、当たり前のことかもしれませんが、コミュニティが中心となる分野横断的な活動にも、こうした考え方を分かりやすく取り入れていくのが、セーフコミュニティ活動だと私は考えています。
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